
D I G E S T

全 議 員 が 賛 成した 議 案 等（ 承 認 、 可 決 、 同 意 、 採 択 ）

報　告
専決処分事項の報告及びこれの承認を求めることについて（三田市市税条例等の一部を改正する条
例の制定）　など３件

条　例
三田市議会議員及び三田市長の選挙における選挙運動用自動車の使用の
公営に関する条例等の一部を改正する条例の制定　など８件

その他

市道路線の認定について
三田市議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条例
総合戦略特別委員会の調査事項に関する決議　など３件
人事案件３件　意見書案１件　請願１件

議案内容等の詳細は、
三田市議会

ホームページの
「審議予定・結果」を

ご覧ください。

議員数＝22名　表決参加議員数＝21名　 ※議長は表決には加わりません。
赤字＝議員が提出した議案　その他＝市長提出議案

平成28年 6月定例会の結果

〈６月３日〜６月２３日／会期２１日間〉６月定例会には市長提出議案１７件が提出されました。また委員

会提出議案１件、決議案１件、意見書案１件、請願５件、陳情１件についても審議しました。（陳情は

採択しません）

可 決 に反　対 賛　成

【市民の会】西上、美藤、檜田、坂本、家代岡
【新政みらい・維新】多宮、佐貫、田中（一）、厚地
【公明党】大西、平野
【盟政会】田中（秀）、森本、福田、今北
【無会派】北本、前中

【日本共産党三田市議団】
長尾、長谷川、國永、中田

議案第４５号、議案第５２号反対討論
　公民館は社会教育法の下で、講座の開設、講習会の
開催等を行うとともに、多様な学習機会の提供に努め
るもの。一方、市民センターの目的は、市民の自主的、主
体的な学習及び文化活動並びに市民相互の多様な交流
促進を図るというように、その目的が異なる。
　文化スポーツ課が司令塔となり全市民センターを通
して全市的に社会教育を推進していくとあるが、現行の
市民センターの下で、それらが十分担保できるという法
的保障はないので反対。

（日本共産党三田市議団　國永 紀子）

議案第４５号、議案第５２号賛成討論
　近年の公民館に対しては、社会情勢や利用者のニーズ
も変化する中で、地域住民全体が気軽に集い、学び、交
流し合えるなどのサービスを総合的に提供する拠点とし
ての機能を果たすことが期待されている。
　また、社会教育の担い手も、民間事業者等を含め非常
に多様化している。そうした意味で、中央公民館を市民セ
ンター化しようとする本議案は、公民館の今後の方向性
の推進にかなった提案であると考える。所管課が事務を
引き継ぎ、事業を継続し実施するための根拠は担保され
ているので賛成。 （新政みらい・維新　田中 一良）

議案第45号 平成 28 年度三田市一般会計補正予算について
中央公民館の市民センター化に伴う予算組替、高齢者施設整備費など９,４５９万３千円の増額補正を行おうとするもの。

議案第52号 三田市市民センター条例の一部を改正する条例の制定について
三田市中央公民館を市民センターとするにあたり、当該条例の一部を改正しようとするもの。

採 択に反　対 賛　成

採 択に反　対 賛　成

【市民の会】西上、美藤、檜田、坂本、家代岡
【新政みらい・維新】多宮、佐貫、田中（一）、厚地
【公明党】大西、平野
【盟政会】田中（秀）、森本、福田、今北
【無会派】北本、前中

【市民の会】西上、美藤、檜田、坂本、家代岡
【新政みらい・維新】多宮、佐貫、田中（一）、厚地
【公明党】大西、平野
【盟政会】田中（秀）、森本、福田、今北
【無会派】北本、前中

【日本共産党三田市議団】
長尾、長谷川、國永、中田

【日本共産党三田市議団】
長尾、長谷川、國永、中田

請願第１７号、１８号、２０号反対討論
　消費税については、国の基幹税として定着している。
国の財政の再建、社会保障制度の維持、地方分権のた
めの安定財源などの観点から、消費税への期待は大変
大きいと考える。
　我が国の将来における社会保障の充実をはじめ、誰
もが安心して暮らせる社会の実現などを考えると、消費
税１０％増税が延期されたが、今後も増えていく社会保
障費を国民全体で支えることができる仕組みとして、消
費税は大変重要な制度であるので反対。

（市民の会　家代岡 桂子）

請願第１６号反対討論
　保険料の軽減特例措置の維持、継続や国の公費負
担率の引き上げについては、既に兵庫県後期高齢者医
療広域連合や全国後期高齢者医療広域連合協議会か
ら、国に対して要望活動が行われており、今後も、必要
な要望等を行っていくべきである。
　また、保険料の改定については、後期高齢者医療制
度を維持、継続していくためには、適切な個人負担が
必要であり、状況の変化等に対応した検討が慎重に行
われるべきものであることから、保険料の引き下げにつ
いては反対。 （市民の会　家代岡 桂子）

請願第１７号、１８号、２０号賛成討論
　市民の暮らしの実態は、年金は下がる一方、物価や医
療、介護の負担は増える。若い人も正規の仕事がなく、
派遣を余儀なくされている。８％の税率でも大変という
声が返ってくる中、２年半増税を延期したところで国民
の暮らしが良くなる保障はない。
　消費税１０％増税をきっぱり中止し、税金は、大企業
や、アベノミクスで最大の恩恵を被っている富裕層に、
応分の負担を求める税制改革を実行し、暮らしを支え
る財源、社会保障の充実の財源をつくるべきであるの
で賛成。 （日本共産党三田市議団　國永 紀子）

請願第１６号賛成討論
　兵庫県広域連合の被保険者約69万人のうち、「保険料
軽減措置」の対象者は9割軽減、8・5割軽減の対象者、
後期高齢者になるまで扶養者だった方などをいれると約
36万人で、実に52％の方たちが特例措置を受けている。
　そのため、兵庫県広域連合において連合会会長名で、
全国後期高齢者広域連合協議会も国に対し、国の負担に
よる現行の特例措置を維持、継続されたいと要望されて
いる。
　また近隣市でも維持、継続を求める請願が採択されて
おり三田市議会としても採択すべきであり賛成。

（日本共産党三田市議団　國永 紀子）

賛成  4名反対17名

不採択

賛成  4名反対17名

不採択

賛成17名

反対  4名
可決

請願第１７号 消費税 10％増税の中止を求める意見書提出を求める請願書

請願第１８号 国に対し「消費税増税の中止を求める意見書」の提出を求める請願書

請願第２０号 消費税 10％への増税の中止を求める請願書

「消費税を１０％にしない」意見書を政府に提出することを求める請願

請願第16号 後期高齢者医療制度の保険料の軽減特例の維持、継続と、保険料の引き下げを求める請願書

後期高齢者医療保険料の軽減特例措置を維持、継続するとともに国の公費負担率の引き上げ、財政安定化基金の活
用などで保険料の引き下げを求める請願
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